
水
災
害
対
策
と
ま
ち
づ
く
り
連
携

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
整
備
促
進

多
様
な
選
択
・
相
談
へ
体
制
整
備

国
交
省

懇
談
会

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

内
閣
官
房
は
九
月
十
六
日
、
東
京
・
港
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
赤
坂
駅
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
第
五
十
六
回
「
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
防
災
・
減
災
）
懇
談
会
」
（
座
長
・
藤
井
聡
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教

授
）
を
開
き
、
戦
略
的
政
策
課
題
と
し
て
風
土
・
自
然
条
件
に
適
う
国
土
強
靭
化
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
し

た
。
合
理
的
な
土
地
利
用
や
自
然
環
境
の
機
能
を
活
用
し
た
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
す
る
。
と
く
に
水
災
害
対

策
と
ま
ち
づ
く
り
の
連
携
や
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
促
進
な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候

変
動
の
影
響
に
よ
っ
て
集
中

豪
雨
や
大
型
台
風
な
ど
の
気

象
災
害
が
激
化
・
頻
発
化
し

て
い
る
。
ま
た
南
海
ト
ラ
フ

地
震
や
首
都
直
下
地
震
な
ど

の
大
規
模
地
震
が
発
生
す
る

可
能
性
も
一
段
と
高
ま
っ
て

い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
内
閣
官
房
は
気
候
変

動
、
産
業
構
造
、
環
境
、
情

報
、
人
材
育
成
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
官
民
連
携
な
ど
の
幅
広

い
有
識
者
で
構
成
す
る
同
懇

談
会
を
設
置
。
国
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
持
続
可
能
な

社
会
の
構
築
と
い
う
観
点
か

ら
国
土
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（
強
靱
化
）
に
関
す
る
議
論

を
進
め
て
い
る
。

当
日
の
懇
談
会
で
は
五
道

仁
実
内
閣
審
議
官
兼
国
土
強

靭
化
推
進
室
次
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
災
害
か
ら
国
民

を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
日
は
関
係
各
省
が
そ
れ
ぞ

れ
の
施
策
を
ご
紹
介
す
る
。

中
長
期
的
視
点
か
ら
強
さ
と

し
な
や
か
さ
を
兼
ね
備
え
た

国
土
づ
く
り
へ
皆
さ
ま
の
お

力
添
え
を
お
願
い
す
る
」
と

述
べ
、
一
層
の
協
力
を
要
請

し
た
。

続
い
て
内
閣
官
房
国
土
強

靭
化
推
進
室
が
戦
略
的
政
策

課
題
に
つ
い
て
説
明
。
ま
た

国
土
交
通
省
都
市
局
が
水
災

害
対
策
と
ま
ち
づ
く
り
の
連

携
、
同
省
総
合
政
策
局
が
国

土
強
靭
化
に
向
け
た
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
の
推
進
、
環
境

省
が
自
然
生
態
系
の
機
能
を

活
か
し
た
国
土
強
靭
化
、
農

林
水
産
省
が
森
林
・
農
地
の

多
面
的
機
能
の
発
揮
に
よ
る

国
土
強
靭
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

こ
の
う
ち
水
災
害
対
策
と

ま
ち
づ
く
り
の
連
携
で
は
水

災
害
防
止
の
観
点
を
取
り
入

れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
加
速
す

る
。
新
た
に
防
災
指
針
を
作

成
し
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
像
や
目
標
を
明
確
に
し

て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面

か
ら
安
全
確
保
対
策
を
強
化

す
る
。
ま
た
自
然
環
境
が
備

え
る
多
様
な
機
能
を
活
用
し

た
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
の
整
備

で
は
水
質
浄
化

や
水
源
涵
養
、

生
物
の
生
息
・

生
育
環
境
の
提

供
、
土
壌
の
創

出
・
保
全
、
雨

水
の
貯
留
・
浸

透
な
ど
を
通
じ

て
持
続
可
能
な

国
土
・
都
市
・
地

域
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
。

国
土
交
通
省
は
九
月
十
七

日
、
東
京
・
千
代
田
区
神
田

神
保
町
の
㈱
ハ
ル
メ
ク
会
議

室
で
第
四
回
「
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
に
関
す

る
懇
談
会
」
（
座
長
・
髙
橋

紘
士
一
般
社
団
法
人
高
齢
者

住
宅
協
会
顧
問
・
東
京
通
信

大
学
人
間
福
祉
学
部
教
授
）

を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
た
。

現
行
の
制
度
を
見
直
し
、
高

齢
期
の
住
ま
い
の
多
様
な
選

択
・
相
談
を
可
能
に
す
る
体

制
整
備
を
行
う
。

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向

け
住
宅
（
サ
高
住
）
と
は
主

に
民
間
事
業
者
が
運
営
す
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
賃
貸

住
宅
。
要
介
護
者
が
多
い
有

料
老
人
ホ
ー
ム
と
異
な
り
、

入
居
者
の
大
半
が
日
常
的
な

介
護
を
必
要
と
し
な
い
た

め
、
生
活
相
談
員
な
ど
に
よ

る
見
守
り
・
相
談
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
な
が
ら
自
由
度
の
高

い
暮
ら
し
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
介
護
が
必
要
な

場
合
は
外
部
の
訪
問
介
護
サ

ー
ビ
ス
と
個
別
に
契
約
す
る

必
要
が
あ
る
。

サ
高
住
制
度
は
平
成
二
十

三
年
の
創
設
か
ら
約
九
年
が

経
過
し
、
登
録
戸
数
も
約
二

十
九
万
戸
ま
で
増
加
し
て
い

る
。
高
齢
期
の
住
ま
い
の
選

択
肢
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
も
の
の
、
適

切
な
立
地
の
誘
導
や
地
域
の

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
の

連
携
、
低
所
得
高
齢
者
へ
の

対
応
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題

も
山
積
し
て
い
る
。

当
日
の
懇
談
会
で
は
藤
田

一
郎
国
交
省
安
心
居
住
推
進

課
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
本
日
は
今
後
の
取
り
組
み

の
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
し

て
い
た
だ
く
。
皆
さ
ま
の
忌

憚
の
な
い
ご
意
見
を
賜
り
た

い
」
と
述
べ
、
活
発
な
意
見

交
換
を
促
し
た
。

当
面
の
論
点
で
は
高
齢
期

の
住
ま
い
の
多
様
な
選
択
・

相
談
が
可
能
な
体
制
づ
く
り

や
情
報
提
供
の
あ
り
方
な
ど

を
提
示
し
た
。

幅広い分野の有識者で内閣官房が懇談会

五道次長

サ高住制度の見直しで議論

藤田課長
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